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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

・10/19（金）の転入患者様の受け持ちをお願いします。
・谷内　愛子様　　･･･小笠原ＮＳ　荒木田ＣＷ

・荒屋敷　チエ様　･･･松橋ＮＳ　佐々木ＮＳ

　プランなどは3日以内に検討し、月曜日にはカンファで報告してください。
＜患者様連絡事項＞
・小熊　哲郎様～10/18（木）より、37～38℃台の発熱みられており、10/19（金）食事摂取量の低下あり、身体管理目的の為、東Ａユニット16号室より合併症室へ移動となっています。10/24（水）の昼までＰＬ（総合感冒薬）・クラビット（合成抗菌剤）処方となっています。バイタルサイン・食事摂取量・排泄の観察を行い、こまめに水分補給を促していきましょう。

・野村　理幸様～現在、服薬拒否・奇異な行動みられており、主治医へ情報提供を行い、10/23（火）までリントン（精神神経用剤）が追加処方となっています。服薬拒否や奇異な行動がないか今後も観察してください。

・谷内　愛子様～10/19（金）ベッドコントローラーのコードを首に巻きつけている事あり、抑うつ状態からの希死行動繰り返す可能性がある為、南Ｃユニットから東Ａユニットへ転入となっています。10/19（金）夕よりアーテン（抗パーキンソン剤）が止めとなり、イミドール（精神神経用剤）が追加処方となっています。また。昨日より点滴を３日間施行しています。本日点滴追加処方となっています。希死言動・自殺行為に注意して観察をしてください。

・堀越　由紀子様～昨日、３食とも不食されており、睡意強い様子伺えています。本人は果物類は食べれてと話しています。今後、食事の摂取量・夜間の睡眠状態について観察していきましょう。

＜入院患者様情報＞
・坂井　彩乃様（18歳）　アルコ－ル依存症　任意入院　主治医:安ケ平先生
　　　　　　　　　　　病棟:東Dユニット

　中学2年生頃から飲酒するようになり、大量飲酒から連続飲酒するようになり、高校1年生の時、校内で飲酒しているのがみつかり、退学となる。退学後、飲酒の量が増える。去年あたりから彼氏と同棲を始め、飲酒して彼氏と喧嘩することもあった。飲酒してイライラすると友達や姉に対し包丁をつける事あり、酩酊状態でイライラし、10/18には姉に包丁を突きつけたりする事もある。10/19飲酒状態で来院し受診を希望されていたが、お酒が抜けた状態での受診を説明し、本日、入院治療希望され母同伴で受診し、入院となる。
入院の説明には同意されサインをされているが、理解力の悪さ・記名力の低下が感じられている。酒臭はなく、最終飲酒は10/19。主治医から、離脱症状が顕著に見られた時は、Aユニット個室対応の指示が出ている。

※最終飲酒が10/19であり、入院生活に対してのイライラ感からスタッフや他患者様に対しての攻撃的・粗暴的となる事が考えられます。離脱症状やイライラ感の有無について観察していきましょう。

・佐々木　たみ様（77歳）アルツハイマ－型認知症　医療保護入院　主治医:安ヶ平先生

　　　　　　　　　　　病棟:東Aユニット
むらかみ脳神経外科病院からの情報提供所持参で、長女・施設職員同伴で入院治療希望で受診している。70歳頃から認知症症状が出現し、平成16年頃より同院から抗認知症薬処方となっている。夫と二人暮らしであったが、平成19年夏に夫が硬膜下出血で入院した為、一人暮らしとなったころから、火の不始末で衣類を焦がしたり、好褥傾向にあり福祉サ－ビスも拒否したり、服薬もきちんとされていない状態との事。夫の見舞いに朝出かけるも入院している病院に着くのは昼頃と道順がわからなくなる事もあった。家族は入院を希望しているが、本人は拒否され入院治療の同意が得られないことから医療保護入院となる。
※帰宅願望聞かれている為、離院のないように所在確認をこまめに行ってください。また、ＡＤＬの低下予防・清潔保持・日常生活の援助も行ってください。













